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狛江市におけるコミュニティ・スクールは2年目を迎えました。今年度も、その活動や

推進の様子を「コミュニティ・スクール通信」と題して、分かりやすくお知らせします。

昨年度は、「子どもたちにとって」を念頭に、各ゾーンで何を目指すかについて議論を重

ね、小中連携・地域連携を進めることができた一年でした。

2年目となる今年度、各ゾーンでは、さらなる飛躍のため「音楽会の実施」「小中連携の

強化と教職員の理解の深化を図る」「保護者・地域向けゾーンだよりの発行」「ゾーンカレ

ンダーの作成と配布」など、様々な具体的な取組みを模索していきます。
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CS通信NO.9でも書きましたように、コミュニティ・スクールの取組みで、関係団体同士でつ
ながっていくことを、「スクール・コミュニティ」といいます。学校に協力している団体同士や学校
と協力団体が知り合って繋がることで、その協力団体にも利点・利益がもたらされることは少な
くありません。町会の美化運動に児童・生徒が参加するとか、避難所運営に中学生が協力する
とか、学校から逆方向に協力をすることもスクール・コミュニティといえます。今後は、コミュニテ
ィ・スクールが、さまざまなスクール・コミュニティに発展し、Win-Winの関係、三方よしの関係に
なるということが期待されます。


